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ご 挨 拶 
 

 

 

 

第７０回日本電気泳動学会シンポジウム 

世話人 杉山 康憲 

（香川大学 農学部 応用生物科学科 動物細胞生物学研究室） 

 

 

 第７０回日本電気泳動学会シンポジウムは、新型コロナウイルスの影響から 2020 年 9 月 11 日

（金）にオンラインにて開催させていただくことになりました。 

 日本電気泳動学会は、電気泳動という手法自体の新しい可能性の追求、電気泳動を利用した新

規解析法の開発、および電気泳動を利用した医学分野での疾病の解析・診断などを主軸として開

催されてきたように思います。これに加えて近年は、電気泳動を利用した様々な基礎生命現象の

解明というトピックが目立ってきていると感じております。こういった背景もあり、本シンポジ

ウムのテーマを「電気泳動によって解き明かされる生命現象」とし、電気泳動を利用した基礎生

命現象の解明に貢献されている 6 名の先生方にご講演をお願いしております。招待講演としまし

ては、「がん」および「概日時計」の分子メカニズムについて電気泳動の話を交えながら 2名の先

生方にご講演いただきます。また、ワークショップとしましては今後の電気泳動を利用した研究

の発展を考え 4 名の若手の先生方にご講演いただきます。本シンポジウムにおいては、電気泳動

という手法を利用している多くの研究者や学生の皆さまにご参加いただき、何かしらの新しい発

見をしていただけたらと考えております。 

 本年度のシンポジウムは、冒頭にも述べましたように新型コロナウイルスの影響から対面形式

ではなくオンライン形式での開催を余儀なくされました。本来であれば、講演者の先生方ならび

にシンポジウムの開催においてお世話になった先生方と対面でお会いしてお礼を述べさせていた

だき、様々な話を交わしたいと思っておりました。私個人としては学会シンポジウムを開催する

ことは初めてであり、今回このような開催形式となりましたので不手際や至らぬ点などが生じる

こともあるかと思いますが、このシンポジウムが参加いただく皆様にとって少しでも有意義な時

間となり楽しんでいただけることを願っております。 
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オンライン会場へのアクセス(Zoom利用)について 

 

１．参加前に行っておくこと 

 Zoom ホームページ（https://zoom.us/jp-jp/meetings.html）にアクセスし、右上“リソース”を選

択して“Zoom をダウンロード”をクリックしてください（図１、丸枠）。ページが移動したら、

一番上の“ミーティング用 Zoom クライアント”をダウンロードしてください。 

 

図 1 

 

 次に、アカウントを取得してください。Zoom ホームページにアクセスし、右上の“サインアッ

プは無料です”をクリックしてください。検証のための誕生日を入力後、仕事用メールアドレス

を入力してください。“サインアップ”をクリックすると登録確認用のメールが入力したメールア

ドレスに送信されます。メールを確認して“アクティブなアカウント”もしくは下部の URL をク

リックし、アカウント有効化のためのページを開いてください。名、姓、パスワード、パスワー

ド（確認用）を入力し、“続ける”をクリックすればアカウントの登録が完了します。 

 

２．発表する直前に行っておくこと 

接続をスムーズに行うために以下の点に気をつけてください。 

  ・発表に使用するパワーポイント以外のソフトは起動しないようにしておく。 

  ・参加前にパワーポイントを起動し、発表に使用するファイルを開いた状態にしておく。 

 

３．参加（アクセス）方法 

 シンポジウム参加者には予め“参加 URL”および“ミーティング ID”と“パスワード”をメー

ルにてお送りします。 

“参加 URL”を用いる場合は、“参加 URL”をクリックして“ビデオなしで参加”をクリックし

てください（図２、丸枠）。その後、“コンピューターでオーディオに参加”をクリックしてくだ

さい（図３、丸枠）。 

https://zoom.us/jp-jp/meetings.html
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図 2                               図 3 

 

“ミーティング ID”と“パスワード”を用いる場合は、Zoomアプリを起動して“参加”をクリ

ック後（図４、丸枠）、ミーティング IDを入力し、“自分のビデオをオフにする”にチェックを

入れて“参加”をクリックしてください（図５、丸枠）。次に、パスワードを入力して“ミーテ

ィングに参加”をクリックしてください（図６、丸枠）。その後、“コンピューターでオーディオ

に参加”をクリックしてください（図７、丸枠）。 

 

図 4                                        図 5 

 

 

図 6                                     図 7 
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４．講演発表者の先生方へのお願い 

 シンポジウムにて講演をされる前に、一度きちんと講演可能であるかをお試しいただくようお

願い申し上げます。ご不明な点などありましたら世話人までご連絡ください。 
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学会シンポジウム参加者へのご案内 

 

１．全ての参加者へのお願い 

・全ての講演において、参加者による録画・撮影を禁止します。 

・講演中はマイクをミュートにし、カメラをオフにしてください。 

 

 Zoomへアクセス後は図８の③の“参加者”をクリックし、右側の自分の名前へカーソルを移

動して図９の丸枠で示す“詳細”をクリックしてください。その後、“名前の変更”をクリック

して、名前を姓名のフルネームにて記入して“OK”をクリックして名前を変更してください。 

 

図 8 

 

 
図 9 
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２．講演視聴者へのご案内 

 Zoomへアクセス後は図８の①で示しているマイクがミュートであること、②で示しているビ

デオがオフであることを確認してください。講演終了後に質問される場合は、①の“ミュート解

除”をクリックしてマイクのミュートを解除後に質問を行ってください。質問終了後は再び①を

クリックしてマイクをミュートにするようお願いします。 

 

３．座長の先生方へのご案内 

 Zoomへアクセス後、担当するセッションの時間となりましたら図８の①で示しているマイク

のミュートを解除し、司会進行をお願いします。講演が始まりましたらマイクをミュートとし、

講演終了後にマイクのミュートを解除して、再び司会の進行をお願いします。質問者が複数同時

に出た場合には適宜指名して、順に質問ができるように促してください。 

 

４．講演発表者の先生方へのご案内 

 Zoomへアクセス後、講演時間となり座長からの合図がありましたら、図８の①で示している

マイクのミュートを解除し、②で示しているビデオをオンにしてください。その後、図８の④を

クリックして図１０の左丸枠で示すように講演スライドのパワーポイントを選択後、右丸枠の共

有をクリックしてください。講演ファイルが表示されましたらスライドショーを開始して講演を

行ってください。講演終了後は、質疑応答を行ってください。質疑応答が終了しましたら、画面

の上に表示されている“共有の停止”をクリックして画面の共有を解除し、マイクをミュートと

し、ビデオをオフにしてください。 

 

 

図 10 

  



9 
 

講演規定 

 

１．座長の先生方へのご案内 

  ・座長の先生はご担当セッションの開始予定時刻の１０分前までに“Zoom会場”にアクセ

スしておいてください。アクセスに際しましては、Webブラウザではなくソフトウェアを

ダウンロードして接続してください。 

  ・インターネットへの接続方法としましては有線にて接続してください。 

  ・セッションの進行は座長にお任せいたします。プログラムの円滑な進行のため、ご担当セ

ッションの時間を厳守していただくようお願いいたします。 

  ・発表中はカメラを OFFにしてミュートに設定してください。 

・発表においてはタイムキーパーを用意いたします。ベルは発表終了の５分前に１回、終了

時刻に２回、質疑応答終了時刻に３回鳴らします。 

 

２．講演発表者の先生方へのご案内 

 １）講演時間 

  ・演者の先生はご担当セッションの開始予定時刻の１０分前までに“Zoom会場”にアクセ

スしておいてください。 

  ・ワークショップは１講演２５分です（講演２０分、質疑応答５分）。 

  ・招待講演は１講演６０分です（講演５５分、質疑応答５分）。 

  ・発表においてはタイムキーパーを用意いたします。ベルは発表時間終了の５分前に１回、

終了時刻に２回、質疑応答終了時刻に３回鳴らします。 

 

２）発表方法 

  ・各自、発表可能な PCにて“Zoom会場”へアクセスしてください。アクセスに際しまして

は、Webブラウザではなくソフトウェアをダウンロードして接続してください。 

  ・発表におけるインターネットへの接続方法としましては有線にて接続してください。 

  ・発表においてはカメラおよびオーディオを ON にして発表スライドを“画面共有”してく

ださい。 

  ・発表中にスクリーンセイバーや省電力モードにならないようご設定ください。 

 

 ３）利益相反に関して 

   産学連携による研究には、学術的・倫理的責任を果たすことによって得られる成果の社会

還元（公的利益）だけでなく、産学連携に伴い取得する金銭・地位・利権など（私的利益）

が発生する場合があります。これら２つの利益が研究者個人の中に生じる状態を利益相反

(Conflict of Interest: COI)と呼びます。日本電気泳動学会では、発表する全ての筆頭著

者において COIの開示を必須とすることといたしました。 

   発表者の先生方は発表時に利益相反に関するスライドを必ず入れてください。形式は任意

です。  
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日程・プログラム 

 

令和２年９月１１日（金） 

第７０回日本電気泳動学会シンポジウム 
～電気泳動によって解き明かされる生命現象～ 

 

理事会      会場：Zoom  

11:30-12:30 理事会 

 

シンポジウム本会  会場：Zoom 

はじめに 

13:20-13:30  杉山 康憲 香川大学 農学部 応用生物科学科 

 

ワークショップ１ （座長：木下 英司 先生） 

13:30-13:55  茂谷 康 講師 徳島大学 先端酵素学研究所 

13:55-14:20  樋口 琢磨 助教 高知大学 総合研究センター 分子生物学教室 

14:20-14:30  休憩 

ワークショップ２ （座長：武川 睦寛 先生） 

14:30-14:55  沖田 直之 講師 山口東京理科大学 薬学部 病態生化学分野 

14:55-15:20  豊田 優 特任研究員 東京大学 医学部附属病院 薬剤部 

15:20-15:30  休憩 

 

招待講演１ （座長：近藤 格 先生） 

15:30-16:30  岡田 雅人 教授 大阪大学 微生物病研究所 

16:30-16:40  休憩 

招待講演２ （座長：杉山 康憲） 

16:40-17:40  深田 吉孝 教授 東京大学大学院 理学系研究科 生物科学専攻 

 

おわりに 

17:40-17:50  杉山 康憲 香川大学 農学部 応用生物科学科 
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ワークショップ１ 

 

細胞質 DNAによって活性化されるシグナル伝達機構 

茂谷 康 

徳島大学 先端酵素学研究所 

 

細胞質内に暴露された DNA は生体にとって異物であり、私達の体はこれを認識することによっ

て免疫・炎症応答を誘導する。本来この応答は DNA ウイルスなどの病原体に対する感染防御機構

として働くが、誤って自分自身の DNAを認識すると異常な炎症を引き起こす。私は、DNA分解酵素

の一つである DNaseII の欠損マウスをモデルとして、細胞質に漏出した自己 DNA が炎症を惹起す

る仕組みついて研究を進めてきた。そして、DNAセンサー分子 cGASが細胞質 DNAを認識すること

によって環状ジヌクレオチド cyclic GMP-AMP (cGAMP) を生成し、これが小胞体膜上の受容体タ

ンパク質 STING に結合して炎症シグナルを誘導することを明らかにした（Motani et al. J. 

Immunol. 2015）。さらに、cGAMPが STINGへ結合するとゴルジ体へ移行し、転写因子 IRF3やシェ

ディング酵素 ADAM17の活性化を引き起こし、様々なサイトカインや炎症性液性因子が細胞外へ放

出されることを明らかにした（Motani et al. J. Biol. Chem. 2018）。しかし、cGAMPによる STING

の活性化機序は完全に理解されておらず、特に cGAMP と結合した STING が小胞体からゴルジ体へ

と移行するメカニズムは不明な点が多く残されている。自己炎症性疾患と関連する STING の活性

化型変異体は恒常的にゴルジ体に局在することから、小胞体-ゴルジ体間の輸送機構の重要性が示

唆される。そこで、STINGのゴルジ体への輸送に必要な因子を探索するため、CRISPR/Cas9を用い

た網羅的な遺伝学的スクリーニングを行い、COPII 小胞の構成因子である Sec24C と Sec23B を同

定した。さらに、輸送小胞の in vitro 再構成系を用いた実験により、STING が cGAMP 依存的に

COPII 小胞へ取り込まれることがわかった。以上より、細胞質 DNA によって活性化される cGAMP-

STINGシグナルが COPII輸送小胞によって制御されることが示された。 

 

略歴 

2011年   金沢大学大学院医学系研究科 博士課程 修了 

博士（医学）取得 (金沢大学がん進展制御研究所、須田 貴司 教授) 

2011年   京都大学大学院医学研究科 特定研究員 (医化学分野、長田 重一 教授) 

2013年   同研究室 日本学術振興会特別研究員 (PD) 

2014年   徳島大学 藤井節郎記念医科学センター 特任助教 

2019年   徳島大学 先端酵素学研究所 藤井節郎記念医科学センター 講師 
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ワークショップ１ 

 

二本鎖 RNA結合タンパク質が結合する 

マイクロ RNA 初期転写産物の構造的特徴の解析 

樋口 琢磨、坂本 修士 

高知大学 総合研究センター 実験実習機器施設・RI実験施設 

 

機能性小分子 RNA であるマイクロ RNA(miRNA)は様々な疾患において発現変動が報告されてい

る。特にがんにおいてはがん遺伝子を標的とするがん抑制型 miRNAの産生が著しく低下しており、

発がんおよびがんの悪性化に寄与している。しかしながら、がん抑制 miRNA の生合成抑制機構の

詳細については未だ不明な点が残されている。 

我々の研究チームではこれまで、二本鎖 RNA結合タンパク質である Nuclear Factor 90 (NF90)

が結合パートナーである NF45と複合体を形成し、がん抑制 miRNAを含む複数の miRNAの初期転写

産物(pri-miRNA)への結合を介して、プロセッシングを抑制することで、miRNAの生合成経路を負

に制御することを見出してきた。一方で、NF90は複数の pri-miRNAに結合するが、当該 RNAの配

列的・構造的特徴の同定は十分に行われていない。 

今回、共同研究を通じて、NF90が結合する複数の pri-miRNAの RNA二次構造予測が行われ、NF90

が「ミスマッチの少ないステム構造を有する pri-miRNA」に結合する可能性が見い出された。上記

仮説の検証のため、我々は RNAゲルシフトアッセイ(RNA-EMSA)を用いて、NF90と pri-miRNAプロ

ーブの結合性の解析を実施した。その結果、NF90が結合する pri-miR-3173のステム領域にミス

マッチ変異を導入した RNA プローブは、野生型 pri-miR-3173 と比較して NF90 との結合性が著し

く減少した。一方で、NF90 と結合性の低い pri-miR-200a のステム領域を強固になるよう相補的

な塩基へと置換した RNAプローブでは、野生型 pri-miR-200aと比較して NF90との結合性が向上

した。以上の結果より、NF90はミスマッチの少ない強固なステム構造を有する pri-miRNAに対し

て優先的に結合することが示唆された。 

 

略歴 

2009年   高知大学 理学部 物質科学科 卒業 

2011年   高知大学大学院 総合人間自然科学研究科 修士課程 医科学専攻 修了 

2012年   日本学術振興会 特別研究員 (DC1) 採択 (2012年度～2015年度) 

2015年   高知大学大学院 総合人間自然科学研究科 博士課程 医学専攻 修了 

2015年   高知大学 教育研究部医療学系基礎医学部門 兼 

総合研究センター 実験実習機器施設・RI 実験施設 助教 採用 

 

受賞歴 

2017年   第 58回 日本生化学会中国・四国支部例会 優秀研究賞 
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ワークショップ２ 

 

Western blotting 改法を用いたペプチドホルモンの定量検出 

〜ペプチドホルモンをメンブレンに保持するには？〜 

沖田 直之 

山陽小野田市立山口東京理科大学 薬学部 

 

低分子量であるペプチドホルモンの定量では、ELISA法を用いるのが一般的であるが、数値デー

タ以外の情報が得られないため、特に夾雑サンプルを扱う場合に特異性に問題が生じる場合があ

る。この観点から考えると、電気泳動によるタンパク質分離と免疫学的検出の性質を併せもった

Western blot（WB）による定量結果の確認は、使用機器や技術の一般性の観点からも有効である

と考えられる。その一方で、一般的な WBにおいて、分子量数 kDaのペプチドホルモンを扱うこと

はメンブレンへの保持の観点などから難しいとされてきた。発表者らは、血糖値の低下を司る膵

β細胞由来ペプチドホルモンである Insulinを用いて、WBへの適応の可否を実際に検討した。そ

の結果、WB による半定量解析における障害となる諸問題（シグナルバンドの歪み及び WB 作業中

の PVDFメンブレンからの Insulinの剥離）を見出し、その解決に成功した。本ワークショップに

おいては、本改法の開発経緯から、Insulin及び Glucagonに対する本改法の実施例までを紹介す

る。 

 

略歴 

2002年   東京理科大学 薬学部 製薬学科 卒業 

2007年   東京理科大学大学院 薬学研究科 博士課程 修了 

2007-2008年   東京理科大学 総合研究機構 ポストドクトラル研究員 

2008-2012年   東京理科大学 薬学部 助教 

2013-2017年   （公財）佐々木研究所 附属佐々木研究所 専任研究員 

2017-2018年   （公財）佐々木研究所 附属佐々木研究所 主任研究者 

2018年-現在   山陽小野田市立山口東京理科大学 薬学部 病態生化学分野 講師 

 

受賞歴 

2009年   日本基礎老化学会奨励賞 
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ワークショップ２ 

 

痛風病因としての尿酸トランスポーターABCG2 の 

病態生理学的重要性とレアバリアント解析 

豊田 優 1、高田 龍平 1、松尾 洋孝 2、市田 公美 3、 

Blanka Stiburkova4、鈴木 洋史 1 
1東京大学医学部附属病院 薬剤部、2防衛医科大学校 分子生体制御学講座、 
3東京薬科大学 薬学部 病態生理学教室、4リウマチ研究所（チェコ共和国） 

 

ATP-binding cassette transporter G2（ABCG2、別名 BCRP）は、尿酸排泄臓器において体外へ

尿酸を排泄する生理的に重要な尿酸輸送体であり、痛風・高尿酸血症の主要病因遺伝子である。

これまでに我々は、①ABCG2 が ATP 依存的に尿酸を細胞外に排出する尿酸輸送体であること、②

遺伝的要因による ABCG2 の機能低下が高尿酸血症および痛風の発症リスクを著しく上昇させるこ

と、③ABCG2が腸管から糞中への尿酸排出を担っており、その機能低下による高尿酸血症が腸管か

らの尿酸排泄の低下によること、などを見出してきた。痛風と関連する遺伝子は ABCG2 以外にも

複数同定されているが、ABCG2ほどの高いリスクを呈し、高頻度に遺伝子多型が認められるものは

これまでに報告されていない。最近我々は、日本人のみならず、世界的に見ても高尿酸血症・痛

風の発症率が高いチェコ人症例に着目し、ABCG2 のレアバリアント（頻度 1%未満）と尿酸関連疾

患との関連を検討した。遺伝学的解析の結果、ABCG2の非同義変異を２つ以上有する患者では、痛

風の発症年齢が有意に低いこと見出され、ABCG2 の機能欠損と家族性の若年性高尿酸血症／痛風

との関連を示唆する結果も得られた。また、in vitro 機能解析を通じて、ABCG2の機能低下／欠

損をもたらす ABCG2 変異を新たに９種類同定することにも成功した。ABCG2 が重要な薬物動態規

定因子のひとつでもあることを踏まえると、本研究を通じて得られた成果は、ファーマコゲノミ

クスの観点からも有益である。本発表では、個別化医療や予防医学への応用が期待されているこ

れら一連の研究成果について、最新の知見を交えて紹介したい。 

 

略歴 

1985年 1月   神奈川県生まれ 

2007年 3月   東京工業大学生命理工学部生命工学科 卒業 

2012年 3月   東京工業大学大学院生命理工学研究科 博士課程修了 博士（工学）授与 

日本学術振興会特別研究員 DC1（2009年 4月～2012年 3月） 

2012年 4月   東京大学医学部附属病院薬剤部 日本学術振興会特別研究員 SPD 

2015年 4月   東京大学医学部附属病院薬剤部 特任助教 

2017年 4月   東京大学医学部附属病院薬剤部 特任研究員（現職） 
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招待講演１ 

 

Src がん遺伝子産物の機能と制御 

― 電気泳動によるタンパク質化学からのアプローチ ― 

岡田 雅人 

大阪大学 微生物病研究所 発癌制御研究分野 

 

私は、昭和５４年に京都大学理学部化学教室（奇しくも次の演者の深田吉孝先生と同じ研究室

出身）にて生化学の研究を始めました。そこでは、大腸菌の酵素を自家製ヒドロキシアパタイト

カラムなどを用いて精製し、その純度を Weber-Osborn法によるディスクゲル SDS-PAGEにより検

定していました。その後、大阪大学蛋白質研究所に移り、がん細胞で発現が高まっている核酸代

謝酵素の精製を行うことになりましたが、その時には、精製純度を laemmli法によるスラブゲル

SDS-PAGEで解析する毎日となりました。そして次の課題として取り組んだのが、がん化に関わ

るチロシンキナーゼの解析であります。当時、世界中で Srcチロシンキナーゼによるがん化シグ

ナルの解析が進められていましたが、その正常細胞での制御機構は不明のままでありました。私

は、Srcの発現量の多いラット新生仔の脳を大量にすり潰して、種々のチロシンキナーゼの分離

精製を行った結果、Srcの活性制御部位を特異的にリン酸化する酵素（Csk）を幸運にも分離す

ることができました。その基質特異性の解析を、γ-３２P-ATPでリン酸化した Src タンパク質

を用いて、薄層二次元電気泳動によるリン酸化アミノ酸分析、V8 proteaseによる Cleveland マ

ッピング、さらに、薄層二次元電気泳動によるペプチドマッピングにより行い、Cskによる Src

のリン酸化部位を決定することが出来ました。その後、精製した Cskのペプチド配列をエドマン

法により決定して cDNAをクローニングし、DNA配列は、サンガー法により高電圧のアクリルア

ミド電気泳動で得られる ATGCラダーを X線フィルム上で読むことにより決定しました。それ以

降は、分子生物学的手法を導入して、Cskが Srcの必須の制御因子であることを Cskノックアウ

トマウスなどの解析を通して証明してまいりました。このように、私どもの研究は、電気泳動に

よるタンパク質の解析技術無くしては成し得ないものでありました。また、その技術の進歩とと

もに研究の質や速度が改善し、現在まで研究を発展させることが可能となりました。本シンポジ

ウムでは、電気泳動とともに歩んできた私どもの研究を最近のデータとともにご紹介させて頂け

れば幸いと存じます。 

 

略歴 

昭和 56 年 3 月   京都大学理学部 卒業 

昭和 56 年 4 月   大阪大学大学院理学研究科博士前期課程 入学 

昭和 58 年 3 月   同上 修了 

昭和 58 年 4 月   大阪大学大学院理学研究科博士後期課程 進学 

昭和 60 年 3 月   同上 中退 

昭和 63 年 8 月   理学博士（大阪大学） 

昭和 60 年 4 月   大阪大学蛋白質研究所 助手 

平成 8 年 8 月   同上 助教授 

平成 12 年 11 月   大阪大学微生物病研究所 教授 （現在に至る）  
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招待講演２ 

 

時計タンパク質の翻訳後修飾は体内時計の時刻を決める 

深田 吉孝 

東京大学大学院 理学系研究科 生物科学専攻 

 

地球に生息する多くの生物の生理現象は約 24時間周期の規則的な変動を示す。このような日周

変動は体内時計の一つである概日時計によって駆動され、「約 1 日周期の」リズムと言う意味で

「概日」リズムと呼ばれる。長い進化の過程で明暗・温度サイクルなど地球環境のダイナミック

な規則的変動に適応した生物は、この環境リズムを自らの遺伝子プログラムに組み込み、概日時

計という自律的な計時機構を獲得した。約 24時間サイクルを自律的に刻む分子的な仕組みにはま

だ謎が多いが、哺乳類では一群の時計遺伝子の転写とその翻訳産物である時計タンパク質の翻訳

後制御が中心的な役割を果たす。このような時計発振の中枢は視床下部の視交叉上核(SCN：

suprachiasmatic nucleus)に存在する。一方、全身のほぼ全ての細胞も自律的な時計機能をもち、

これらは末梢時計と呼ばれる。この末梢時計のモデルである哺乳類培養細胞においては、培地の

僅かな pH変化が細胞時計を制御する (Nat.Cell Biol. 2008)。その後、温度変化や細胞ストレス

など様々なシグナルが細胞時計の同調因子として機能することが分かってきた。私共はこれまで、

中心的な時計タンパク質 BMAL1 をリン酸化するストレス応答キナーゼ JNK を同定し (EMBO rep. 

2012)、その上流の MAP3Kとして ASKを同定した（PNAS, 2018）。また別の時計タンパク質 PER2は、

分子内の二箇所のリン酸化のバランス(Phospho-switch)によって時計の振動速度が巧妙に支配さ

れている（PNAS, 2020）。電気泳動によって判読しうる時計タンパク質の翻訳後修飾としてはユビ

キチン化も大きな注目を集めており、私共は二つの E3ユビキチンリガーゼによる CRYタンパク質

のユビキチン化の拮抗反応によって体内時計の振動速度が制御されることを示した（Cell, 2013）。

本講演では、電気泳動による時計タンパク質の修飾状態の解析を通して、私共が体内時計の振動

速度や位相を解析した例を中心に述べたい。 

 

略歴 

1978年 4 月-1983年 3 月 京都大学大学院理学研究科 修士課程修了 博士課程（理学博士） 
1983年 4 月-1986年 8 月 札幌医科大学 医学部 第一生化学教室 助手 
1986年 9 月-1993年 4 月 京都大学 理学部 生物物理学教室 助手 
1993年 5 月-1995年 11月 東京大学 教養学部 基礎科学科第一 助教授 
1995年 11月-2014 年３月 東京大学 大学院理学系研究科 生物化学専攻 教授 
2014年 4 月- 現在 東京大学 大学院理学系研究科 生物科学専攻 教授（専攻統合） 
1996年 4 月-1997年 3 月 国立遺伝学研究所 集団遺伝研究系 客員研究部門 教授併任 
1996年 4 月-2001年 3 月 科学技術振興事業団 戦略的基礎研究「脳を知る」研究代表者 
2007年 4 月-2010年 3 月 日本学術振興会 学術システム研究センター 専門研究員 (PO) 
2017年 10月-2018 年 11月 日本学術会議 第 24-25期 連携会員 
2018年 11月- 現在 日本学術会議 第 24-25期 会員 
 
受賞歴 
1992年度（平成４年度） 日本比較生理生化学会 吉田奨励賞 (1992年 7月 18日) 
1992年度（平成４年度） 日本生化学会 奨励賞 (1992 年 10月 12 日) 
2006年度（平成 18 年度） 日本動物学会 学会賞 (2006 年 9月 23日) 
2012年度（平成 24 年度） 日本比較生理生化学会 学会賞 (2012年 7月 7日) 
2014年度（平成 26 年度） 文部科学大臣表彰 科学技術賞 (2014年 4月 15日) 
2018年度（平成 30 年度） 日本光生物学協会 協会賞 (2018年 8月 9日)  
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第 70 回日本電気泳動学会シンポジウム 

謝辞 

 

 

後援 

 

香川大学農学部 

 

 

第 70 回日本電気移動学会シンポジウムを支援していただいた企業各位 

（2020年８月現在・順不同） 

 

化研テクノ株式会社 

株式会社ナード研究所 

四国医療器株式会社 

 

 

 

第 70回日本電気泳動学会シンポジウムの開催にあたりまして、 

上記の皆様より多大な支援を賜りました。 

ここに謹んでお礼申し上げます。 

 

第 70回日本電気泳動学会シンポジウム 世話人 杉山 康憲 

 


